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病理病態学Ⅱ【22M以降】

Pathology II

太田　浩良　　木村　文一

検査技術科学専攻/2年 前期 火曜･２時限

２単位 保健学科２２１講義室

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 授業の達成目標
MH25カリ･保健･検査, MH23カリ･保健･検査

≪基礎的･専門的な知識と技能≫保健・医療専門職者 各種疾病の概念及び組織変化を理解することができる。
に必要な幅広い教養と基礎的･専門的な知識･技能を修
得し，さまざまな状況で活用できる。

⇔

≪科学的探求力≫変化し続ける社会で派生する多様な 各種疾病の病態と発生機序を理解することができる。
課題に対して，地域･国際的な視点から，科学的･倫理
的･道徳的･創造的に課題に対応していく探究心と，課
題克服や目標達成に向けて生涯をかけて取り組む力が
身についている。

⇔

授業で学べる「テーマ」 健康長寿

全学横断特別教育プログラム

授業概要 疾病の病態と発生機序について遺伝子レベルの知見もふまえながら学ぶ。

本授業は，1年次に学んだ「組織学」および「生理学」の知識を前提とし，3年次前期の「
病理組織解析学」の内容と相補敵に学んでいくことになります。そして，本授業の内容は
，4年次の臨床実習における重要な基礎知識となります。

本授業は，担当教員の医療機関における病理専門医としての実務経験を活かして講義を行
います。

授業計画 第 1回　(4月14日)  内分泌器系（視床下部・下垂体）
第 2回　(4月21日)  内分泌器系（甲状腺・副甲状腺・副腎）
第 3回　(4月28日)  泌尿器系 
第 4回　(5月 12日)  生殖器系（子宮） 
第 5回　(5月19日)  生殖器系（卵巣） 
第 6回　(5月26日)  生殖器系（男性生殖器）
第 7回　(6月 2日)  乳腺 
第 8回　(6月 9日)  リンパ組織系 
第 9回　(6月16日)  中間試験
第10回　(6月23日)  神経系（循環障害・感染）
第11回　(6月30日)  神経系（腫瘍）
第12回　(7月 7日)  運動器系
第13回　(7月14日)  膠原病
第14回　(7月21日)  感覚器系
第15回　(7月28日)  皮膚・その他

                   授業アンケートの実施
第16回　(8月 4日)  期末試験

授業の進め方 スライド教材を使用した講義を主体に教授する。

テキスト，教材，参考書 教科書：解明病理学（医歯薬出版）
問題集：パワーアップ問題演習　病理学（サイオ出版）

成績評価の方法 レポート（問題集）・中間試験・期末試験の結果に基づいて、総合的に成績を評価します。
総合評価の配分は、レポート（問題集）10％、中間試験が40％、期末試験が50％とし、総
計の60％以上の得点を合格とします。中間試験は、第9回（6月11日）に、筆記試験として
実施します。
中間試験では、内分泌器、泌尿器、生殖器、乳腺について、疾病の概念、病態ならび発生
機序についての理解度を確認します。期末試験では、リンパ組織、中枢神経運動器、感覚
器、膠原病を中心に、中間試験の範囲を含め、疾病の概念、病態ならび発生機序について
の理解度を確認します。中間試験および期末試験の結果については、実施後にフィードバ
ックします。

成績評価の基準 成績評価の判定基準は、下記の通りとする。
90-100点：秀　80-89点：優　70-79点：良　60-69点：可

なお，これらの採点の基準は，行動目標に関連した設問に対する選択式解答の正誤だけで
なく，記述式解答における用語の適切さ，説明内容の範囲の広さや詳細さ，説明内容の論
理的な妥当性などを指標とし，授業で説明した範囲における，最低限の解答内容であれば
「水準にある」，やや詳細な解答内容であれば「やや上にある」，十分に詳細な解答内容
であれば「かなり上にある」，授業で説明した範囲以上に自身で能動的に学修した詳細な
解答内容であれば「卓越している」と判定します。



成績評価の基準

事前事後学習の内容 【事前学習について】
教科書での予習（事前学習）用に、次回の授業のレジメをe-ALPSにアップロードします。
所要時間30分程度。
【事後学習について】
毎回、講義内容に該当する問題集の実施とその提出を課します。
所要時間30分程度。
本授業の単位修得には45時間の学習が必要であるため，以下のような学習時間を必要とし
ます。
授業時間30時間（2時間×15回）＋自己学習時間15時間（1時間×15回）＝45時間
＊以上の自己学習時間を考慮して，事前・事後学習に意欲的に取り組んでください。

学生へのメッセージ並びに質問
，相談への対応

質問、相談には講義中および研究室にて対応します。
質問への対応：太田　浩良　hohta@shinshu-u.ac.jp
オフィスアワー：火曜日　12:10～13:00　保健学科中校舎　太田研究室


